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本
書
は
、
天
領
や
代
官
の
研
究
で
知
ら
れ
る
著
者
が
近
世
の
川
崎
地
域
に
つ
い
て
長
年
の
研
究
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
神
奈
川
県
川
崎
市
に
四
六
年
間
に
わ
た
っ
て
在
住
し
、
そ
の
問
、
市
の
文
化
財
審
議
会
委
員
や
市
史
編
纂
委
員
を
務
め
な
が
ら
、
市
域
の
歴
史
や
文
化
財
の
調
査
に
深
く
携
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
実
証
的
か
つ
多
面
的
な
研
究
活
動
か
ら
、
近
世
の
川
崎
地
域
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
数
々
の
論
考
を
編
集
し
た
労
作
で
あ
る
。
本
書
の
主
片
は
「
に
大
都
市
江
戸
の
発
展
を
支
え
た
の
は
近
郊
農
村
で
あ
る」との視点に立ち、Ⅲ律的に村や地域を支えた人々、とくに「地
力
巧
者
の
活
躍
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
に
注
Ⅱ
」
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
で
は
江
戸
近
郊
農
村
の
例
と
し
て
江
戸
南
西
部
、
多
摩
川
中
下
流
域
を
設
定
し
、
近
世
の
各
時
期
に
様
々
な
場
面
で
手
腕
を
ふ
る
っ
た
地
方
巧
者
に
光
を
当
て
て
い
る
。
本
書
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に
Ｉ
徳
川
家
康
の
関
東
入
部
と
代
官
頭
一
小
田
原
合
戦
と
豐
臣
秀
吉
の
「
禁
制
」
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史
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第
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十
二
号
中
根
賢
二
徳
川
家
康
の
江
戸
「
打
入
り
」
三
奉
行
人
（
代
官
頭
）
の
連
署
奉
書
川
小
杉
陣
屋
と
小
杉
御
殿
五
天
領
か
ら
旗
本
領
へ
六
増
上
寺
領
の
成
立
と
展
開
Ⅱ
近
郊
農
村
と
地
方
巧
者
一
近
郊
農
村
の
検
地
と
代
而
蚊
二
小
泉
次
大
夫
と
稲
毛
・
川
崎
二
か
領
川
水
三
赤
穂
浪
士
の
滞
在
と
近
郊
農
村
四
地
方
巧
者
田
中
休
愚
五
新
田
の
造
成
と
代
官
六
近
郊
農
村
の
塩
業
七
大
田
南
畝
の
多
摩
川
巡
視
八
江
戸
地
廻
り
経
済
と
在
郷
町
Ⅲ
東
海
道
と
川
崎
宿
一
東
海
道
宿
駅
の
成
立
と
伝
陶
役
二
伝
賜
百
匹
常
備
三
六
郷
の
渡
し
四
宿
の
困
窮
と
川
中
休
職
の
改
革
あ
と
が
き
次
に
本
書
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う
。
Ｉ
は
近
世
前
期
の
領
域
支
配
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
論
じ
て
い
る
。
一
で
は
川
崎
市
麻
生
区
の
旧
家
に
残
る
秀
吉
の
「
禁
制
」
を
も
と
に
、
広
域
的
な
視
点
か
ら
歴
史
的
背
景
を
考
証
す
る
。
二
で
は
家
康
の
関
東
入
部
￣
○
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後
、
小
川
原
を
中
心
と
す
る
支
配
体
制
を
江
戸
中
心
に
改
め
て
い
く
政
策
が
述
べ
ら
れ
る
。
二
で
は
川
崎
市
中
原
区
の
神
社
に
残
る
、
徳
川
氏
奉
行
人
（
代
官
頭
）
の
連
署
奉
書
の
歴
史
的
意
義
を
検
討
す
る
。
四
で
は
中
原
往
還
の
多
摩
川
渡
河
地
点
に
設
け
ら
れ
た
小
杉
陣
屋
と
小
杉
御
殿
に
つ
い
て
、
陣
屋
の
民
政
と
将
軍
家
御
殿
の
機
能
が
紹
介
さ
れ
る
。
五
で
は
寛
永
の
地
方
直
し
と
並
行
し
て
犬
領
が
旗
本
領
に
移
り
変
わ
っ
た
例
を
網
羅
す
る
。
六
で
は
将
軍
や
夫
人
の
物
故
背
が
あ
る
度
に
菩
提
寺
の
一
つ
、
増
上
寺
に
御
霊
屋
料
と
し
て
寺
領
が
寄
進
さ
れ
、
寺
領
と
な
っ
た
村
々
の
様
相
が
示
さ
れ
る
。
Ⅱ
は
地
〃
巧
者
の
椚
跳
と
近
郊
農
村
な
ら
で
は
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
一
で
は
武
蔵
図
の
橘
樹
・
都
筑
両
郡
で
、
代
官
頭
に
よ
る
検
地
が
進
行
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
二
で
は
家
康
の
家
臣
で
地
方
巧
者
の
小
泉
次
大
夫
汽
次
が
多
摩
川
か
ら
川
水
路
を
開
削
し
、
稲
毛
・
川
崎
の
二
か
領
に
列
水
し
た
事
業
を
明
ら
か
に
す
る
。
三
で
は
川
崎
市
幸
区
に
か
つ
て
赤
穂
浪
止
の
隠
れ
家
が
あ
り
、
江
戸
の
吉
良
上
野
介
義
央
を
遠
く
か
ら
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る
。
四
で
は
東
海
道
川
崎
宿
の
名
主
、
田
中
体
感
喜
古
が
地
力
巧
者
と
な
る
ま
で
の
経
緯
を
考
察
す
る
。
五
で
は
大
師
河
原
村
（
川
崎
市
川
崎
区
）
名
主
、
池
上
太
郎
左
衛
門
幸
豐
が
海
辺
の
新
川
開
発
に
取
り
組
み
、
い
わ
ゆ
る
池
上
新
川
を
経
営
す
る
に
い
た
っ
た
過
程
を
た
ど
る
。
六
で
は
江
戸
湾
を
望
む
村
々
で
蛎
業
が
お
こ
な
わ
れ
、
な
か
で
も
大
師
河
原
付
の
製
塩
に
つ
い
て
は
史
料
を
列
挙
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
七
で
は
幕
臣
、
大
川
画
次
郎
（
南
畝
）
の
「
調
布
日
記
」
を
も
と
に
、
勘
定
所
の
役
人
と
し
て
多
摩
川
の
下
流
か
ら
上
流
を
巡
視
し
た
出
張
先
で
の
兇
聞
を
ま
と
め
る
。
八
で
は
大
山
街
道
の
在
郷
町
、
溝
口
（
川
崎
市
高
津
区
）
を
例
に
、
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
書
評
と
紹
介
Ⅲ
は
近
世
前
期
か
ら
中
期
ま
で
の
東
海
道
川
崎
宿
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。
一
で
は
伝
馬
証
文
か
ら
川
崎
宿
の
成
立
を
追
い
、
二
で
は
同
宿
に
伝
馬
百
匹
が
常
備
さ
れ
た
時
期
を
検
証
す
る
。
三
で
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
運
航
さ
れ
た
渡
船
が
幕
府
か
ら
地
域
に
移
符
さ
れ
て
の
ち
、
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
た
か
を
う
か
が
う
。
四
で
は
正
徳
期
の
駅
制
改
革
と
田
中
休
愚
の
宿
復
興
策
と
の
関
係
を
解
明
す
る
。
以
上
が
本
書
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
「
赤
穂
波
化
の
滞
在
と
近
郊
農
村
」
で
あ
る
。
赤
穂
浪
士
に
隠
れ
家
を
提
供
し
た
の
は
ｒ
平
間
付
（
川
崎
巾
幸
区
）
の
年
寄
軽
部
五
兵
術
で
あ
っ
た
。
一
兄
、
播
磨
赤
穂
藩
と
は
何
の
関
係
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
五
兵
衛
は
江
戸
の
赤
穂
藩
上
屋
敷
の
下
掃
除
を
請
け
負
い
、
代
わ
り
に
秣
を
納
め
て
い
た
。
こ
う
し
た
縁
で
堀
部
弥
兵
衛
、
大
高
源
汗
、
富
森
助
右
衛
門
ら
と
親
し
い
関
係
に
あ
り
、
浅
野
家
改
易
後
も
進
ん
で
浪
士
の
面
倒
を
見
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
本
書
の
テ
ー
マ
で
あ
る
、
江
戸
と
近
郊
農
村
と
の
関
係
が
よ
く
わ
か
る
例
で
あ
る
。
ま
た
小
泉
次
大
夫
、
田
中
休
愚
、
池
上
太
郎
左
衛
門
と
い
っ
た
、
地
方
巧
者
の
人
物
像
を
、
史
料
に
即
し
て
あ
り
あ
り
と
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
あ
た
り
は
著
者
の
独
埴
場
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
あ
え
て
欲
を
い
え
ば
、
対
象
地
域
を
主
と
し
て
川
崎
市
域
に
限
定
せ
ず
、
対
岸
の
東
京
都
側
も
加
え
、
多
摩
川
向
岸
地
域
と
し
て
捉
え
た
方
が
よ
か
っ
た
と
思
う
。
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
を
は
じ
め
、
塩
業
も
渡
船
も
多
摩
川
を
境
に
断
絶
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
対
岸
の
諸
村
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
だ
ろ
う
。
多
摩
川
両
岸
を
比
較
し
つ
つ
関
連
付
け
て
述
べ
れ
ば
、
江
戸
西
南
部
で
の
近
郊
農
村
の
特
色
に
よ
り
厚
み
が
増
し
た
と
感
じ
る
。
と
は
い
え
本
書
は
地
域
史
を
考
え
る
ｔ
で
余
り
あ
る
価
値
が
あ
る
。
歴
史
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研
究
者
は
も
ち
ろ
ん
、
川
崎
市
域
の
近
世
に
興
味
を
持
つ
方
や
、
さ
ら
に
は
地
域
史
の
捉
え
方
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て
い
る
方
に
も
、
本
書
は
大
い
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
ま
ず
は
一
読
を
お
勧
め
す
る
。
〔’’○○四年一月刊Ａ５判一一一一一五頁一一一二○○円十税大河
書房〕 法
政
史
学
第
六
十
二
号
一一一
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